

















































































































































































   このくり返して慣行的に行なわれる相互の同感を「慣行的同感」（habitual sympathy）と呼
び、この慣行的同感によって愛着が生まれるものとする。 







































































































































































































































































 ○ａ 悲哀に対する観察者の同感 














   このように、スミスは、悲哀にたいする同感は、同感の固有で始源的な意味をもち、歓喜に
たいするよりも普遍的であり、強い関心をもたれるとする。 
   しかしながら、この先入見にもかかわらず、私があえて主張したいのは、として、スミスは
一見論理的に矛盾するような議論を展開している。重要なところなので詳しくみておこう。 
 ○ｂ 歓喜への同感と悲哀への同感との相異 




   われわれは、自分たちが完全にはついていけない、過度の悲嘆にたいして、寛大さをもつ。
われわれは、受難者がかれの諸情動を、観察者の諸情動との完全な調和と協和にまで引き下げ
るためには、いかに甚大な努力が必要であるかを知っている」と（スミス、上巻、115－116頁）。 



























 ○ｃ 貧困に対する観察者の同感 
   では次に、貧困にたいして、人びとはどのように観察者として同感し、うけとめるのであろ
うか。さきに、堂目は、「私たちは貧しい人を軽蔑し、無視する。このことが貧困の状態にある
人びとをいっそう苦しめる」と解説を加えている（堂目、81頁）。 
   こうした状況についてスミスは、どのように主張しているのかみておこう。 





















   こうして、貧困は見えなくされ、人びとは富裕を求め貧困を避けようとする。この貧困を避
けようとすることから、野心が生みだされてくる。 








































































































































































































































































































































































































（注３）Adam  Smith(1759), The Theory of Moral Sentiments, 水田洋訳（2003）『道徳感情論』
上・下巻、岩波文庫、23頁、以下、スミスからの引用は本文の中で記す。 
（注４）三溝信著（1998）『社会学的思考とはなにか』、有信堂、34頁 
（注５）Adam Smith(1776)、An inquiry  into  the   nature and causes of the wealth of nations
水田洋監訳、杉山忠平訳（2006）『国富論Ⅰ』、岩波文庫、37頁 
（注６）末川博著（1965）『法律』、岩波新書、19頁 











（注12）Paul Spicker(2000),The Welfare State, Thousand Oaks and New Delhi, 
    阿部寛、圷洋一、金子充訳（2004）、『福祉国家の一般理論』、勁草書房、108－111頁 
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